10.高度内反,内反尖足変形に対するFoot Surgeryについて(第582回千葉医学会例会・整形外科例会) by 鎌田,栄 et al.
180 第582回千葉医学会例会・整形外科例会 
6. 	 膝関節内 Xanthomaの1例 
0伊藤豊，松井宣夫，北原宏
渡部恒夫(千大)
症例は51歳男子。誘因なく左膝関節痛を主訴として来
院し，左膝蓋骨内側下部の腫痛を指摘され，膝関節鏡に
より	 Patello・Fremoralに単発性，黄赤褐色の腫癌を確
認され，ひきつづき外側半月板の前角部に茎を有する鶏
卵大，表面平滑で比較的扇平な，一部暗赤褐色の腫癒を
摘出した。病理組織学的に foamcellの浸潤と一部コ
レステリン沈着を示す所見を認め， Xanthomaと診断
された。膝関節内に発生した稀な Xanthomaの分類及
び鑑別を要する良性腫療性病変の要点， さらに foam 
cell出現という共通性のもった P.V.S.及び Xantho 
giant cell tumorをあげ考察を加えて報告した。 
7. 	 Albright症候群の 1症例 
0今井克己(千大)
高田典彦(千葉県がんセンター)
幼児期より病的骨折を繰り返し， 5歳時，性器出血，
乳房腫大， 骨成長促進のあった 11歳の女子が蚊行を主
訴として来院した。皮膚色素斑はなかったが， X線上 
bilateral typeの polyostotic五brous dysplasiaがあ
AI.P症候群と診断された。検査所見上，Albrightり， 
高値以外正常で，また他の内分泌障害も認めなかった。
左大腿頚部には陳旧性の病的骨折があり，内反股を呈し
ていた。我々は政行の改善と変形の予防のため，外反骨
切り術を行ない，現在経過観察中である。 
8. 大腿骨頭無腐性壊死の病理

ーとくにステロイド投与例について-
0大西正康，村田忠雄，勝呂徹
中村哲雄(千大)
最近 8年聞に当科で経験した16例のステロイドによる
と思われる大腿骨頭無腐性壊死症例のうち， 4例につい
て，病理組織学的検討を行った。その結果，1.広範な
壊死巣。 2.壊死周辺の組織再生像。 3.骨頭軟骨は正常
である。 4.骨梁の萎縮。 5.骨髄の脂肪化。 6.周囲の
軟部組織に大きな変化はない。という6点の共通点があ
ったが，従来言われている様な，血管周囲の変化は認め
られなかった。 
9. 	 マルチストロボによる正常人ならびに股関節手術
患者の歩行解析
一特に膝関節に作用する力について一
。小林彰，村田忠雄，林道夫
高橋和久(千大)
歩行時の人体下肢角速度をマノレチストロボ写真より測
定し，計算より得た慣性モーメントにより，正常人及び
股関節手術患者の歩行時における膝関節トルクを算出し
た。チャンレイ人工関節置換術後の患側の女子膝関節平
均トノレクは 115kg・cmで， 正常女子の 141kg・cn1，患者
の健側の158kg・cmに比して低下していた。又術後経過
年数の少ないものでは手術側の膝関節トルクは小さく術
後 5年では，健側とほぼ同じトノレクを持つことが示され 
fこ。 
10. 高度内反，内反尖足変形に対する FootSurgery 
について 
0鎌田栄(千大)
上原朗(袖ケ浦福祉センタ~)
石田三郎，柳生陽久(桜が丘育成園)
昭和36年以後，桜が正育成園，袖ケ浦福祉センターで
の内反，内反尖足の治療をふりかえり，特に高度内反，
内反尖足の観血的療法について考察した。先天性内反足
や産性内反足の長期放置例，再発例に於ては，深部の靭
帯や関節包の切閉まで含む徹底的な筋解離術としての①
後方解離や②内側解離だけでなく③底側解離術も組み合
わせると好成績が得られる。時に④前方解離術や⑤腿移
行術を要することもある。ポリオなどの弛緩性内反足に
は難治例が多く，三関節固定術，汎関節固定術等の骨性
手術の適応となるものがある。単なるアキレス鍵の延長
術のみや，初期よりの三関節固定術は適応とはならない
と思われる。 
11. ヒトの筋振動刺激
里子口哲夫(千大・ 1生理)
振動波形に三角波を用い，正常人および産性マヒ患者
の大腿四頭筋腿に振動刺激を与えた。振動周波数 (Vf)
を100Hzより 90，80.・10と段階的に変化され， その時
に発生する単一NMU発射の周波数 (Mf) を測り， 
Vf品も関係を求め，又， それぞれの刺激時の筋収縮を
測定した。その結果 V叫f
ち4ω0-3ωOHzで急激に減少する曲線であたつ。患者で臨
